
株主・投資家の皆さまへ

株式会社ワコールホールディングス

代表取締役社長執行役員

　日頃より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症の世界的大流行により、世の中の様相は大
きく変わりました。収束に向けた明確なシナリオは未だなく、先行き不透
明な状況はしばらく続くと見ております。
　感染症拡大の影響により流通や環境が大きく変化し、消費者の生活様
式や価値観が大きく変わっていく『新しい時代』でも、私たちは、経営理念
で掲げる世界中のお客さまの「美しくありたい」という願いを叶えるため
に、「愛される商品」「時代の要求する新製品」を生み出し続けなければな
りません。
　当社グループではこの数年、オンラインとオフラインを融合するオムニ
チャネル戦略を推進し、国内で3D計測技術やAI接客の店舗導入を進め
たほか、海外でも主力市場の米国でIntimates Online, Inc.を傘下に収
めるなど各地域でECビジネスの強化を図っております。当社グループが
長い時間をかけて培ってきた「研究力」「販売力」などの強みに、デジタル
技術を掛け合わせることで、新たな時代のお客さまが求めるサービスや
価値を提供し、当社グループの企業価値の向上を実現できるよう、これか
らも進化を続けてまいります。
　株主・投資家の皆さまには、今後とも一層のご支援を賜りますよう、お
願い申し上げます。

２０20年12月

　ワコールグループは乳がん早期発見・早期診断・早期治療を推進する「ピンク
リボン活動」を支援しており、その一環として、公益財団法人日本対がん協会「ほ
ほえみ基金」へ寄付を行っております。
　2005年からは株主さまにもご参加いただける支援活動として、ご優待として
お送りした商品券「ワコールエッセンスチェック」をご寄付としてご送付いただい
ております。　
　株主さまからお寄せいただいた2020年度中間期のご寄付は右のとおりです。

※なお、当社グループでは、株主の皆さまからご寄付いただきました上記の金額と同額を、日本対がん協会に寄付しております。（マッチングギフト方式）

ご寄付に
つ い て
の 報 告 　ご賛同いただきました株主の皆さまには、

心より感謝を申し上げます。

株主さまからのご寄付件数及び金額

2020年4月～2020年9月末

316件 808,500円

寄付先

公益財団法人
日本対がん協会

「ほほえみ基金」

2020年4月1日

▲

2020年9月30日

株 主 通 信
第73期 第2四半期

株式会社ワコールホールディングス

証券コード 3591

● ワコールの企業広告「MEET YOUR JUST.」に
 ついての詳細はこちらの二次元コードを読み
 取ってアクセスしてください。



当第2四半期の業績概況

2020年8月26日、『WACOAL MAISON』をGINZA SIXにオープンしました。
店内は邸宅のさまざまな部屋をイメージしたつくりで、ラグジュアリーであり
ながらリラックスしていただける空間を演出。特別なホスピタリティ接客
トレーニング（※）を受けた販売員がお客さまに寄り添い、一人ひとりのからだ
と心にぴったりとあうインナーウェアをご提案します。3Dボディスキャナーと
接客AI（人工知能）を活用した新しい接客サービス「3D smart & try」でのセ
ルフによる計測、商品の検索、試着、購入することはもちろん、販売員によるカ
ウンセリングで、個別のご要望やお悩みに応じた提案を受けることもできます。

連結業績の概況

2021年3月期の通期連結業績予想につきましては、2020年7月31日に公表した業績予想を修正しております。
なお、有価証券・投資評価損益による業績の変動影響は織り込んでおりません。

(※）中間配当金（基準日：2020年9月30日）は2020年12月2日よりお支払いいたします。
中間配当金は1株当たり20円（普通配当20円）です。

通期の連結業績予想
および配当の状況

　当第2四半期連結累計期間の売上高は、感染症の拡大に端を発
した外出自粛や店舗休業、その後の来店客数の減少等が影響し、
前年同期に比べ27.9％減少となる、731.6億円となりました。当第
2四半期連結会計期間における売上高は、第1四半期連結会計期間

（前年同期比39.7％減少）より改善したものの、国内外ともに実店
舗への来店客数の戻りが鈍く、前年同期比で17.6％の減少となり
ました。
　営業利益は、前年同期に比べ86.6%減少の12.8億円となりまし
た。減収影響により大幅な減益となりましたが、グループ各社で経
費削減に努めたことに加え、雇用調整助成金など各国政府の支援
策を活用した結果、黒字を確保しました。
　税引前四半期純利益は、前年同期に比べ61.4%減少し、36.0億
円となりました。なお、有価証券・投資評価損益（純額）については
評価益16.2億円を計上しています。

　（当社は米国会計基準を採用しており、同会計基準に基づき、雇
用調整助成金につきましては「売上原価」及び「販売費及び一般管
理費」で計上しています。また、当社および連結子会社が保有す
る持分証券につきましては、公正価値で評価し、期初からの変動を

「その他の収益・費用」で計上しています。）

■ 1米ドル
■ 1英ポンド

■ 1中国元=  106.92円 
=  135.38円

=    15.38円
当第2四半期連結累計期間の主要な為替換算レート

売 上 高
営 業 利 益
税引前四半期純利益
当社株主に帰属する四半期純利益

27.9%減）

86.6%減）

61.4%減）

73.3%減）

731億55百万円

12億76百万円

36億03百万円

17億82百万円

（前年同期比

（前年同期比

（前年同期比

（前年同期比

当 社 株 主 に
帰属する当期純損失

5億円

（前年比 −）

配 当 金

1株当たり

中間配当金 20円（※）

期末配当金 20円（予想）

税引前当期純利益

3億円

（前年比 93.1%減）

営 業 損 失

10億円

（前年比 −）

売 上 高

1,560億円

（前年比 16.5%減）

詳しくは当社ホームページより　「2021年3月期 第2四半期決算短信」をご覧ください。

（※）ホスピタリティ接客トレーニング: ラグジュアリーショップやファーストクラスのCAと同レベルの接客トレーニング

“ワードローブのある邸宅”をイメージした新ランジェリーショップ 
『WACOAL MAISON（ワコールメゾン）』 ● ｢WACOAL MAISON」についての詳細はこちらの二次元コードを

 読み取ってアクセスしてください。



オペレーティング・セグメントの営業概況

詳しくは当社ホームページより　「2021年3月期 第2四半期決算短信」をご覧ください。

「医療用ガウン」の生産を開始 
～医療現場を支える取り組みの推進により、社会課題の解決へ貢献～

日本政府の要請に基づき、新型コロナウイルス感染症の拡大により医療現
場等で不足している医療用ガウン（アイソレーションガウン）の生産を7月よ
り開始しました。国内の自社工場ならびに関連工場にて、9月末までに約50
万着を生産。厚生労働省経由で、全国の医療現場等に供給されます。今後
も、社会課題の解決に向けての取り組みを強化し、「経済的価値」と「社会的
価値」の創造を両輪に、持続可能な社会の実現を目指します。

ワコール事業（国内）

営業
利益

9億 13百万円
前年同期比 85.4%減 

売上高 410億 31百万円
前年同期比 29.0%減 

■  移動や人混みを回避する消費者の意識や行動の変化に伴い、百貨店などの都
心部店舗への来店客数が減少したことに加え、前期の消費税増税前の駆け込
み需要の裏返しもあり伸び悩む。3DボディスキャナーやAI（人工知能）を活
用した接客システムは、9月末時点で12店舗へ導入を完了。

■  直営店を展開する小売事業は、緊急事態宣言の発令による店舗の臨時休業の
影響を大きく受けたものの、宣言解除以降は順調に回復。

■  感染症の拡大により外出を控える動きが続く中、自社ECについては、睡眠時専用ブ
ラジャー「ナイトアップブラ」など、巣ごもり需要を捉えた商品の販売が好調に推移。

ワコール事業（海外）

■  米国ワコールでは、自社ECが高い成長を維持したほか、他社ECも堅調に推移
するも、実店舗（百貨店）が主要都市でのロックダウン措置に伴う臨時休業に
加え、得意先の財務状態の悪化に伴う仕入枠の抑制などが影響し低迷。

■  ワコールヨーロッパでは、感染症の影響により売上が大きく減少。前期より開
始した自社ECは、計画を超えて推移。

■  中国ワコールでは、実店舗の売上は、感染症の影響により減少。他方、EC
モール事業者との連携を図りつつ、新規顧客の獲得を強化している他社ECに
ついては、日本の「AMPHI」ブランドの積極的な展開が奏功し堅調に推移。 

売上高 197億 05百万円
前年同期比 27.7%減  

営業
損失

2億 87百万円
前年同期比 − 

ピーチ・ジョン事業

■  話題性のある商品提案とSNSを活用したマーケティング活動が奏功。
■  自社EC事業は、感染症の拡大により外出を控える動きが続く中、新規顧客が

増加し成長。
■  営業再開以降の直営店事業も堅調に推移。

売上高 58億 10百万円
前年同期比 6.3%増

営業
利益

10億 46百万円
前年同期比 989.6%増 

■  ルシアンでは、得意先の仕入枠の抑制の影響などにより、量販店や専門店
向けのプライベートブランド商品の売上が低調に推移するも、不採算事業の撤
退効果に加え、販管費などの削減により黒字化。

■  七彩では、感染症の拡大に伴う新規出店や各種イベントの中止・延期による
工事事業の低迷が影響。

売上高 66億 09百万円
前年同期比 39.7%減

営業
損失

3億 96百万円
前年同期比 − 

その他



社 名
創 業
創 立
資 本 金
従 業 員 数
本 社

株式会社ワコールホールディングス
1946年（昭和21年）6月15日
1949年（昭和24年）11月1日
132億6,011万584円
19,999名（連結ベース）
京都市南区吉祥院中島町29番地

 会社概要 （2020年9月30日現在）

（注）1．持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
2．持株比率は、自己株式3,185千株を控除して計算しております。

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 3,315 5.31
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,302 5.29
株式会社三菱ＵＦＪ銀行 3,095 4.96
明治安田生命保険相互会社 3,050 4.89
株式会社京都銀行 2,352 3.77
日本生命保険相互会社 1,836 2.94
株式会社滋賀銀行 1,775 2.84
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 1,525 2.44
第一生命保険株式会社 1,366 2.19
旭化成株式会社 1,241 1.99

 大株主の状況（上位10名） （2020年9月30日現在）

株式に関するお手続きについて
　　お手続き内容 お問い合わせ窓口

・氏名・住所の変更
・単元未満株式の買取及び買増請求
・配当金の振込先指定
・その他株式に関するお問い合わせ

証券会社の口座で株式をご所有の株主さま お取引の証券会社

特別口座で株式をご所有の株主さま 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 大阪証券代行部

・未受領の配当金に関するお問い合わせ
・郵便物についてのお問い合わせ及び再送付のご依頼 すべての株主さま 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 大阪証券代行部

 第73期の経営体制 （2020年9月30日現在）

取締役・監査役 

塚 本 能 交
安 原 弘 展
山 口 雅 史
伊 東 知 康
宮 城 　 晃
黛 　 ま ど か
齋 藤 　 茂
岩 井 恒 彦
廣 島 清 隆
北 川 真 一
白 井 　 弘
浜 本 光 浩
島 田 　 稔

代 表 取 締 役 会 長
代 表 取 締 役 社 長 執 行 役 員
取 締 役 副 社 長 執 行 役 員
取 締 役 副 社 長 執 行 役 員
取 締 役 常 務 執 行 役 員
取 締 役（ 社 外 取 締 役 ）
取 締 役（ 社 外 取 締 役 ）
取 締 役（ 社 外 取 締 役 ）
監 査 役
監 査 役
監 査 役（ 社 外 監 査 役 ）
監 査 役（ 社 外 監 査 役 ）
監 査 役（ 社 外 監 査 役 ）

ピンクリボン活動（乳がん早期発見）をワコールは支援しています。

口座振込をご利用いただきますと、配当金の支払開始日にご指定の口座に振り込まれます。
お手続きにつきましては、お取引の口座管理機関（証券会社等）にお問い合わせください。

配当金のお受け取りについて
配当金は口座振込でも受け取ることができます。

発行済株式数 65,589,042株 株主数 19,215名

 株式及び株主数 （2020年9月30日現在）

個人・その他
22.47%
14,735千株（株主数18,612名）

その他の法人
18.66%
12,236千株（株主数243名）

金融商品取引業者
1.70%
1,113千株（株主数34名）

金融機関
44.20%
28,996千株（株主数58名）

外国法人等
12.97%
8,507千株（株主数268名）

 株式分布状況 （2020年9月30日現在）

（注） １.  株式数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
２.  個人・その他は自己株式を含んでおります。

 株主メモ
事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日
基 準 日 定時株主総会 3月31日　期末配当金 3月31日　中間配当金 9月30日
定 時 株 主 総 会 6月
単 元 株 式 数 100株 上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所 証 券 コ ー ド 3591

公 告 の 方 法 電子公告により行います。
公告掲載URL  https://www.wacoalholdings.jp/ir/

株 主 名 簿 管 理 人 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 大阪証券代行部　
〒541-8502　大阪市中央区伏見町3-6-3
・℡ 0120-094-777（通話料無料）　ご利用時間：土日祝祭日除く平日9時00分～17時00分
・インターネットアドレス　https://www.tr.mufg.jp/daikou/

（ ただし、事故、その他やむを得ない事由によって、電子公告による ）  公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載します。

株主さまご優待について

ご優待の内容 基準日 発送時期
①下記通信販売の優待割引（事前の登録手続き要）
ワコール通信販売カタログ『LOVE BODY』
インターネット通信販売『ワコールウェブストア』
100株以上ご所有の株主さま ……………………… 20%OFF（※1）

3月31日 秋号（8月下旬）より年4回送付

9月30日 春号（翌年2月）より年2回送付

②ワコールエッセンスチェック（ワコール商品券）
500株以上1,500株未満をご所有の株主さま …… 3,000円分
1,500株以上ご所有の株主さま …………………… 5,000円分
3年以上継続して保有（※2）していただいている株主さまに対しては、上記金額分にそれぞれ1,000円分を
加算してお送りします。

3月31日 6月末

9月30日 12月初旬

※1 割引が適用されるご購入金額の上限額（割引適用前）は、年額100万円（税込）（7月1日～翌年6月末日の累計）となります。なお、中間期で株主さまになられた場合も、適用期間は翌年6月末日までとなります。
※2  3年以上の継続保有とは直近7回のすべての基準日（9月30日及び3月31日）において、同一株主番号で株主名簿に保有株式数（基準）が記載されていることをいいます。

従来より、「株主さま優待割引（通信販売）のご案内」を株主さま全員に送付しておりましたが、
次回（2021年5月）より、ご優待の登録を頂いていない方にのみ送付させて頂きますので、ご了承ください。
なお、既にご優待の登録があり、住所等の登録内容に変更がある場合はフリーダイヤル0120-113-056で承ります。

「優待割引（通信販売）のご案内」
の送付変更のお知らせ


